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シ
リ
ー
ズ 

14

「
市
奨
学
金
制
度
」 

　

学
校
の
小
規
模
化
は
、
全
国
的

に
年
々
進
ん
で
い
ま
す
。
豊
岡
市

で
も
合
併
後
３
年
間
で
、
小
学
校

児
童
数
は
、
２
５
０
人
以
上
減
少

し
、
現
在
、
複
式
学
級
を
編
成
し

て
い
る
学
校
が
４
校
あ
り
ま
す
。

　

小
規
模
校
の
長
所
は
、
児
童
の

状
況
が
把
握
し
や
す
く
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
や
能
力
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
指
導
が
進
め
や
す
い
所

で
す
が
、
一
方
、「
人
間
関
係
が
固

定
化
し
、
互
い
に
鍛
え
に
く
い
」

「
多
様
な
個
性
と
の
触
れ
合
い
が

限
定
さ
れ
る
」
な
ど
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　

小
小
連
携
教
育
は
、
小
規
模
の

小
学
校
が
近
隣
の
学
校
と
連
携
を

図
る
こ
と
で
、
そ
の
課
題
を
解
消

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
何
を
ど
ん
な
方
法
で
？

・
小
規
模
校
を
対
象
に
、
同
じ
中

学
校
区
に
お
け
る
小
学
校
同
士

の
姉
妹
校
方
式
で
実
施
し
ま
す
。

・
合
同
の
教
科
学
習
や
行
事
の
取

組
み
を
し
ま
す
。

●
ど
う
な
る
の
？

・
日
常
と
違
っ
た
同
学
年
の
多
く

の
友
達
と
学
習
す
る
こ
と
で
、

刺
激
を
受
け
、
学
び
の
意
欲
が

向
上
し
ま
す
。

・
合
唱
や
合
奏
、
球
技
な
ど
の
多

人
数
で
の
共
同
学
習
が
可
能
に

な
り
ま

す
。

・
他
校
の

児
童
を

知
る
こ

と
に
よ

り
、
中

学
進
学
へ
の
不
安
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
現
在
の
実
施
校
は
？

・
中
竹
野
小
、
竹
野
小
、
竹
野
南

　

小
・
八
代
小
、
府
中
小

・
寺
坂
小
、
福
住
小

「
根
っ
こ
づ
く
り
」「
幹
づ
く
り
」へ
の
挑
戦
シ
リ
ー
ズ 

豊
岡
市
小
小
連
携
教
育
の
推
進 

　
市
で
は
、
小
・
中
学
校
９
年
間
で
「
生
き 

る
力｣

を
育
む
た
め
の
『
は
ば
た
き
プ
ラ
ン
』 

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
核
と
な
る
「
小 

中
連
携
教
育
」
と
「
小
小
連
携
教
育
」
に
つ 

い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

4

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
教
育
課
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
　
23
　
1
4
5
2

－
 

　

市
が
行
っ
て
い
る「
子
育
て
支
援
事
業
」を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
《
問
合
せ
》教
育
総
務
課
教
育
総
務
係
�　

－

１
１
１
７

２３

　

八
代
小
と
府
中
小
は
、
年
間
７

回
程
度
の
合
同
学
習
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
音
楽
・
体
育
・

図
工
・
環
境
学
習
な
ど
で
す
。

【
八
代
小
４
年
児
童
の
感
想
】

　

府
中
小
の
人
と
勉
強
し
ま
し
た
。

音
楽
室
に
入
る
と
教
室
い
っ
ぱ
い

に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
の
で
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

　

僕
が
み
ん
な
を
見
て
び
っ
く
り

し
た
こ
と
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
と
歌

で
す
。
リ
コ
ー
ダ
ー
は
、
間
違
う

人
が
少

な
く
、

音
が
よ

く
響
い

て
い
ま

し
た
。

歌
は
、

リ
ズ
ム
よ
く
、
き
れ
い
な
声
で
楽

し
そ
う
に
歌
っ
て
い
た
か
ら
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

　

一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
王

様
ド
ッ
ジ
で
す
。
府
中
小
の
人
の

投
げ
る
ボ
ー
ル
は
速
く
、「
す
ご
い

人
が
い
る
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
の
人
と
友
達
に
な
っ
て
、
５
年

生
の
自
然
学
校
で
出
会
い
た
い
で

す
。

　

豊
岡
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成

の
た
め
、
寄
付
金
を
も
と
に
し
た

奨
学
基
金
を
設
置
し
、
奨
学
金
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

●
市
奨
学
金

▽
貸
付
人
数　

高
校
生
・
特
別
支

援
学
校
生（
高
等
部
）・
高
等
専

門
学
校
生
・
大
学
生

※
１
年
間
当
た
り（
計　

人
程
度
）

１５

▽
貸
与
額　

高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校　

月
額
９
、
９
０
０
円

大
学（
短
大
を
含
む
）月
額
４
４
、

６
５
０
円

※
貸
付
期
間
は
正
規
の

修
業
年
限
と
し
ま
す
。

▽
対
象
資
格

○
市
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方

の
子
弟
で
、
学
校
教
育
法
第
１

条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
・
特

別
支
援
学
校
（
高
等
部
）・
高
等

専
門
学
校
・
大
学
に
在
学
し
て

い
る
こ
と
（
専
修
学
校
・
各
種

学
校
は
該
当
し
ま
せ
ん
）。

○
人
物
お
よ
び
学
力
が
優
秀
な
方

で
、
在
学
学
校
長
の
推
薦
が
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
新
た
に
入

学
し
た
方
の
推
薦
は
、
出
身
学

校
長
の
推
薦
と
し
ま
す
。

▽
申
請
期
間　
毎
年
４
月（
詳
細
は

市
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▽
返
還

○
奨
学
金
の
返
還
は
、
学
校
卒
業

１
年
経
過
後
か
ら　

年
の
半
年

１０

賦
均
等
償
還
で
す
。

○
奨
学
金
は
無
利
息
で
す
。

○
償
還
が
ま
だ
終
了
し
な
い
う
ち

に
、
本
人
の
病
気
等
特
別
の
事

情
で
返
還
が
困
難
と
な
っ
た
場

合
は
、
一
時
返
還
の
猶
予
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
償
還
が
ま
だ
終
了
し
な
い
う
ち

に
、
本
人
の
死
亡
等
特
別
な
事

情
に
よ
っ
て
返
還
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
は
、
返
還
の
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
決
定　

応
募
者
の
中
か
ら
豊
岡

市
奨
学
生
選
考
委
員
会
で
選
考

し
、
決
定
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

奨
学
金
貸
与
額
は
、

国
立
大
学
・
県
立
高
校
の
授
業

料
の
改
定
に
合
わ
せ
て
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

八
代
小
と
府
中
小
で
の
取
組
み

▲合同の環境学習

▲合同学習でリコーダー
合奏をする児童たち
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　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

■
旭
日
双
光
章

▽
加
藤
良
和
（
出
石
町
奥
小
野
）

　

長
年
に
わ
た
り
旧
出
石
町
議
会

議
員
を
務
め
、
地
方
自
治
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
瑞
宝
双
光
章

▽
長
瀬
弘
之
（
日
高
町
広
井
）

　

長
年
に
わ
た
り
日
本
郵
政
公
社

職
員
、
特
定
郵
便
局
長
を
務
め
、

郵
政
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

▽
村
尾
敏
子
（
日
高
町
猪
子
垣
）

　

長
年
に
わ
た
り
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
た
じ
ま
荘
」
介
護
支
援

員
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
藍
綬
褒
章

▽
三
原
良
昭
（
九
日
市
上
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
保
護
司
を
務
め
、

少
年
な
ど
の
更
正
保
護
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

▽
河
原
豊
子
（
元
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
豊
陵
保
育
園
の

保
育
士
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
国
府
地
区
公
民
館
（
日
高
町
国

　

府
）

　
「
国
府
か
る
た
」づ
く
り
を
契
機

に
地
区
内　

集
落
を
ま
わ
り
、
歴

１３

史
や
伝
承
を
聞
き
取
り
、「
国
府
も

の
が
た
り
」
と
し
て
ま
と
め
た
実

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
自
治
功
労

▽
井
津
郎
治
（
竹
野
町
金
原
）

▽
徳
網
武
男
（
出
石
町
奥
山
）

▽
増
田
義
弘
（
竹
野
町
奥
須
井
）

▽
三
輪
卓
右
（
竹
野
町
桑
野
本
）

■
女
性
・
消
費
生
活
功
労

▽
岩
本
清
子
（
城
崎
町
上
山
）

▽
森
田
孝
子
（
日
高
町
池
上
）

▽
安
井
照
代
（
三
坂
町
）

▽
有
元
義
勝
（
城
南
町
）

▽
伊
藤
�
悟
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
伊
原
道
夫
（
日
高
町
道
場
）

▽
岩
本
隆
夫
（
城
崎
町
楽
々
浦
）

▽
岩
本
照
雄
（
城
崎
町
上
山
）

▽
上
野
和
美
（
上
佐
野
）

▽
小
田
垣　

勇
（
日
高
町
佐
田
）

▽
木
瀬 
堯 
后
   

（
竹
野
町
小
丸
）

た
か 

み

▽
齋
賀
英
洋
（
岩
熊
）

▽
竹
中 
誠 
男
   

（
吉
井
）

の
ぶ 

お

▽
田
中
輝
彦
（
竹
野
町
二
連
原
）

▽
田
中　

弘
（
江
野
）

▽
寺
坂
広
道
（
船
谷
）

▽
中
島
久
夫
（
出
石
町
奥
山
）

▽
中
西
正
博
（
日
高
町
知
見
）

▽
土
生
田
孝
太
郎（
竹
野
町
浜
須
井
）

▽
細
谷
文
夫
（
日
高
町
谷
）

▽
山
根
盛
幸
（
出
石
町
桐
野
）

▽
吉
谷　

功
（
出
石
町
森
井
）

▽
吉
谷
貞
夫
（
出
石
町
片
間
）

▽
吉
岡
茂
男
（
竹
野
町
羽
入
）

▽
吉
田　

勲
（
日
高
町
浅
倉
）

■
寄
せ
植
え
部
門
・
優
秀
賞

▽
大
野
久
子
（
日
高
町
東
河
内
）

▽
河
本
恵
美
子
（
日
高
町
栗
山
）

▽
齋
藤
倫
江
（
日
高
町
森
山
）

▽
佐
藤
菅
子
（
日
高
町
庄
境
）

▽
多
田
圭
吾
（
日
高
町
野
々
庄
）

■
ハ
ン
ギ
ン
グ
・
壁
掛
け
部
門
・

優
秀
賞

▽
中
谷
邦
子
（
但
東
町
相
田
）

■
知
事
賞

▽ 
花  
谷  
泉 
那
   

（
港
中
２
年
）

は
な 
た
に 
い
ず 

な

　
「
水
中
に
で
き
る
不
思
議
な

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
科
学
す
る
」
と
い

う
作
品
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
２

度
目
の
知
事
賞
受
賞
で
す
。

（　

月　

日
〜　

月
４
日
、
総
合

１０

３１

１１

体
育
館
）

■
招
待
作
家
の
部
・
招
待
優
賞

▽
書
道　

坪
内 
翠 
楓
   

（
中
央
町
）

す
い 
ふ
う

■
一
般
の
部
・
市
長
賞

▽
書
道　

原　

昌
鶴

    

（
今
森
）

し
ょ
う
か
く

▽
写
真　

谷
口　

一

    

（
福
田
）

し
ゅ
ん
い
ち

■
高
校
の
部
・
市
長
賞

▽
絵
画　

黒
田
と
き
（
出
石
高
３

　

年
）

▽
書
道　

尾
下
小
百
合
（
出
石
高

　

３
年
）

（　

月　

日
〜　

日
、
大
分
県
大

１０

１１

１３

分
市
）

■
陸
上
競
技　

１
０
０
メ
ー
ト
ル

　

１
位
、２
０
０
メ
ー
ト
ル　
１
位

▽
河
上
翔
吾
（
出
石
特
別
支
援
学

校
高
等
部
２
年
）

おおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめ
でででででででででで
とととととととととと
うううううううううう
ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

叙　
　

勲

兵
庫
県連

合
自
治
会
会
長
表
彰

　

☆
祝
２
歳
☆
歌
や
お
し
ゃ
べ
り
が

大
好
き
な
玲
音
�
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
☆

（
父 
哲
也
・
母 
加
奈
子
、日
高
町
祢
布
）

　

笑
顔
が
す
て
き
で
か
し
こ
い
翔
生

�
家
族
み
ん
な
の
宝
物
�
元
気
に
大

き
く
育
っ
て
ね　
!!

（
父　
良
朗
・
母　
美
加
、
伏
）

（平成１８年８月２９生）

松 崎 玲  音 
れ おん

ちゃん
（平成１９年６月２６生）

清 水 翔  生 
しょう き

ちゃん

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

褒　
　

章

兵
庫
県
自
治
賞

全
国
優
良
公
民
館
表
彰

第　

回
豊
岡
市
美
術
展

５９
第　

回
日
本
学
生
科
学
賞

５２

県
コ
ン
ク
ー
ル

第
８
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

２
０
０
８
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
ペ
・

ひ
ょ
う
ご


